（様式３）事業計画書
2021年　　月　　日申請
事業計画書
※必要に応じて行を追加してご記入ください。
I. 基本情報
	プログラム名
	2020年度通常枠：コロナ・災害常態の中の新しい災害対応準備（防災・減災事業）

	事業名
	

	団体名
	（法人格）

	担当者名
	


事業費総額に占める割合を記入してください。

	助成申請額
	円
	％

	　うち事業費
	円
	（　％）

	　一般管理費
	円
	（　％）

	その他自己資金
	円
	％

	事業費総額
	円
	



優先的に解決すべき社会の諸課題（JANPIA設定課題）
	領域
	分野

	1)子ども及び若者の支援に係る活動
	□
	①経済的困窮など、家庭内に課題を抱える子どもの支援

	
	□
	②日常生活や成長に困難を抱える子どもと若者の育成支援

	
	□
	③社会的課題の解決を担う若者の能力開発支援

	2)日常生活又は社会生活を営む上での困難を有する者の支援に係る活動
	□
	④働くことが困難な人への支援

	
	□
	⑤社会的孤立や差別の解消に向けた支援

	3)地域社会における活力の低下その他の社会的に困難な状況に直面している地域の支援に係る活動
	□
	⑥地域の働く場づくりの支援

	
	□
	⑦安心・安全に暮らせるコミュニティづくりへの支援



	上記以外
その他の解決すべき社会の課題
	



II. 団体の社会的役割
	団体の目的
	



	団体の概要・活動・業務
	




III. 事業概要
	実施時期
	2021年MM月～20YY年MM月

	直接的対象グループ
	
	人数
	

	間接的対象グループ
	
	人数
	

	事業の概要
	










IV. 事業の背景・課題
	1)解決しなければならない具体的な問題（社会課題）

	




	2)上記課題に関する原因分析と解決方法

	




	3)上記課題に対する行政等による既存の取り組み状況

	




	4)休眠預金等交付金に係る資金の活用により本事業を実施する意義

	







V. [bookmark: _GoBack]事業設計
	中長期アウトカム

	（対象地域）において、○○（対象グループ等）が●●された状態になる。



	短期アウトカム
	指標
	初期値／初期状態
	目標値／目標状態
	目標達成時期

	（対象地域）において、□□により○○が◎◎された状態になる。
	
	
	
	

	


	
	
	
	

	


	
	
	
	


※中長期アウトカム達成に貢献するものが短期アウトカムとなります。10個まで設定できます。

	アウトプット
	指標
	初期値／初期状態
	目標値／目標状態
	目標達成時期

	

	
	
	
	

	

	
	
	
	

	

	
	
	
	


※短期アウトカムを生み出すものがアウトプットになります。25個まで設定できます。

上記アウトプットに対する活動を、アウトプットの数に応じて記載してください。
各アウトプットに紐づく活動内容は１つにつき10個まで設定できます。
	アウトプットNo.1に対する活動内容
	活動時期

	
	

	
	



	アウトプットNo.2に対する活動内容
	活動時期

	
	

	
	





	助成終了後の展望

	




VI. 事業実施体制
	メンバー構成と各メンバーの役割
	



	他団体との連携体制
	

	想定されるリスクと管理体制
	

	スフィア研修受講歴
	□有　　　□無
（有の場合、いつ・誰が　　　　　　　　　　　　　　　　　）



VII. 広報戦略
	広報戦略
	


	連携・対話戦略
	




VIII. 緊急災害支援事業について
　本申請事業助成中に国内災害が発生し、かつJPFがその災害に対して休眠預金等活用事業として助成事業を実施すると判断した場合、該当する緊急災害支援事業（1年間）に助成申請をする予定ですか。
　□　予定はない
　□　予定である　
　　　　　↓　予定である場合は以下もご記入ください。
	想定される事業概要
	



	予算規模
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